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 ロンボク島の都市・集落・住居とコスモロジー（2）　　　　　　　　　　布野修司

 -イスラーム世界の都市・集落・住居の形態とその構成原理に関する比較研究-

 はじめに

 1）研究の目的

 　本研究の目的は，報告（1）（住宅総合研究財団『研究年

 報』No．19　1992年度）に示す通りである。空間の形態と

 それを規定するコスモロジーとの関係を視点に，都市・

 住居・集落の構成原理を考察することを目的とする。す

 なわち，都市や住居集落の構成原理にかかわる宇宙観・

 思想・理念を問題とし，その具体的な表象，フィジカルな形

 態や様々な形象のあり方をテーマとする。具体的に焦点

 を当てるのは，インドネシアのロンボクLombok島である。

 　ロンボク島は様々な意味で興味深い島である。知られ

 るように，ロンボク島と西に隣接するバリ島との間には

 ウオーレス線が通る。動植物の生態はその東西でがらり

 と変わるのである。また，宗教の面でも特異である。イ

 スラームが支配的なインドネシアでバリ島だけはヒンド

 ゥー教が信仰されている。ロンボク島はイスラーム化さ

 れているのであるが，バリ島に近接するその西部にはヒ

 ンドゥー教の強い影響が残されている。同じ小さな島な

 のにイスラームの影響とヒンドゥーの影響の両方をみる

 ことができるのである。

 　住居のあり方についてもロンボク島は興味深い。高床

 式住居が支配的な東南アジアの島嶼部で，ジャワ・バリ

 　ロンボクは地床式である（他にブル島がある）。一方，

 ロンボク島には，スンバワ人・ブギス人の高床式住居も

 見られ，2つの文化の境界域でもある。

 　さらに，おそらく本研究が初めて本格的に焦点を当て

 るチャクラヌガラの存在がある。18世紀にバリのカラン

 ガセム王国の植民都市として建設されたチャクラヌガラ

 は，インド文明の東端にあって，すなわち，ヒンドゥー

 文化の最周縁にあって，その理念を最も忠実に実現しよ

 うとした都市なのである。

 2）研究の経緯

 　第1次ロンボク島調査（1991年12月6日～12月24日

 調査メンバー応地利明，坂本　勉，金坂清則，布野修司，

 佐藤浩司，Josef　Prijotomo，脇田祥尚，牧　紀男）につ

 いては報告（1）に示す通りである。その後，第2次から第

 4次まで調査を行った。その概要は以下の通りである。

 　第2次ロンボク島調査（1992年9月6日～10月3日

 調査メンバー：布野，牧，脇田，松井宣明，青井哲人，

 堀喜幸，神吉優美）：○チャクラヌガラ調査：現地研究者

 や古老への都市史に関するヒヤリング調査。宅地割り寸

 法および住区構成，住み分けの構造に関するフィールド

 調査。○集落調査：住居・集落形式の類型に関する全島

 調査。デサ・バヤンを中心とする住居・集落の空間構成

 に関する調査。

 　第3次ロンボク島調査（1993年11月24日～1994年1月

 20日　調査メンバー：応地，牧，脇田，吉井康純，山本

 直彦）：○チャクラヌガラ調査：コミュニティー組織に

 関する調査。宅地割り調査。一部力一スト調査。○集落

 調査：住居集落の地域類型調査。デサ・バヤンに関する

 約1か月間の住み込み調査。住居の空間構成，建物の所

 有形態，ブルガの利用状況等。

 　第4次ロンボク島調査（1994年5月2日～5月18日

 調査メンバー：布野、応地）：○チャクラヌガラ調査：各

 住戸の民族・宗教・力ーストに関する悉皆調査。

 1．ロンボク島の住居集落

 　ロンボク島には，原住民であるササック族をはじめと

 して，バリ人，スンバワ人などが混住しており，それぞ

 れ独自の居住様式をとっている1)。既往の研究2)をもと

 に，また，インドネシア現地研究者の示唆をもとに，ロ

 ンボク島全域を可能な限り踏査し，典型的なササック族

 の伝統的住居集落を選定し調査した。選定したのは，ガ

 ンガGangga（1），レンペグRempeg（2），スゲンタール

 Segenter（3），バヤンBayan（4），スナルSenaru（5）（行政

 単位としてはデサ・バヤンに含まれる），ロロアンLoloan

 （6），サジャンSajan（7），サピットSapit（8），レネック

 Lenek（9），バトゥ・リンタンBatuRintang(10)，サデSade

 （11），ルンビタンRembitan（12），スンコルSengkol(13)の13集

 落である（図1-1　番号は図中の番号）。

 1，1住居集落の地域類型

 1．1．1住居，ブルガ，穀倉

 　ロンボク島の一般的住居は，ジャワ・バリと同様，地床

 式住居である。地床式住居は大きく2つに分けられる（図

 1-2）。1つはバヤンを中心とした地域一帯に見られる
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図1－1　ロンボク島の伝統的集落地図
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図1-2　地床式住居（左）と高床式住居（右）

バレ・ブレbale belekと呼ばれる住居である。スゲンタ

ール，スナル，ロロアンにおいても兇られる。6本柱の高

床の倉庫，イナン・バレinan baleが住居内に存在するの

が特徴である。イナン・バレには，壷などの貴重品，にん

にくなどの根菜類などが貯蔵されている。住居内には間

仕切りはなく，ベッド，かまど，家具などが置かれる。

　もう1つはサデを中心にロンボク島各地に見られる住

居である。1．0～1．5mの土壇上に築かれるのが特徴であ

る。住居前部には，サンコsankoh（テラス）があり，セ

ミ・パブリックな空間として使用されている。女性によ

る機織り仕事や談笑の行われる空間である。住居内はプ

ライベートな生活空間として使われる。炊事，就寝のた

めのスペースである。一般にかまどは奥を背にして左側

に配置される。ベッドはなく，草を編んで作ったござを

敷いて寝床を作る。

　サンコと同様，セミ・バブリックな空間として機能す

る建物にブルガberugakがある。ブルガはバヤン，スゲ

ンタール，スナル，口ロアンといったバヤンを中心とす

る地域に見られる。ブルガは住唐とセットになって，生

活空間を形づくる。ブルガは6本の柱を持つ高床式の壁

のない建物である。バヤン地域外では，集落全体に数棟

しか見られない。機能的には，集会所や儀礼場として用

いられ，パブリックな色合いが強くなる。

　建物の棟木はすべて聖山であるリンジャニ山の方向を

向く。例えぱ，バヤンから見てリンジャニ山は南側に位

置するので，棟の方向はすべて南北方向を向く。周囲の

他の集落でも同様な傾向がみられる。東ロンボクでは，

住居はほぼ東西方向に配置される。ロンボク島では聖山

であるリンジャニ山が方位観を大きく規定する要因とな

っているのである3)。

　穀倉は，モンジェンmonjeng，サンビsambi，ゲレン

geleng，アランalangの4種類が区別される（図1-

3）。サンビはロンボク島全般で見られる。4本と6本と

いう柱数の違いはあるが，イナン・バレと全く同一の構

法によって建てられる。素朴な構法といっていい。モン

ジェンは最も規模が小さく，住居のテラスあるいはブル

ガの脇に配概される。日常に使用する米を貯蔵しておく

ためのものである。バヤンに数多い。それに対しゲレン

は最も規模が大きい。住居と同じ大きさのものも見られ

る。倉の部分とそれを支える柱の部分が分かれ，ネズミ

返しを持つ。柱の持つ膨らみが特徴的である。アランは

釣り錬型の特異な形態を持つ。ロンボク島のアイデンテ

ィティーを表現するものとして，その屋根形態が象徴的

に用いられる。倉の部分と柱の部分が分離しているとい

う点ではゲレンと同様である。

　ゲレンとアランについては，その分布に関して明確に

地域的な違いがみられる。ゲレンはロンボク島北部・東

部に見られる穀倉形態であり，アランは主に南部を中心

に分布している。

1．1．2集落形式

　諸集落は，大きく3つに分けられる（図1-4）。

　①住居とブルガが平行に配列されるパターン

　②住居と穀倉が平行に配列されるパターン

　③住居が丘陵の等高線に従って配置されるパターン

　バヤン，スゲンタール，スナル，口ロアンは①のパタ

ーンをとる。住居がブルガを両側から挟み込む形で，そ

れぞれ平行に並べられる。1つのブルガは，1世帯ある

いは2世帯によって所有される。

　穀倉の配置には，それぞれ特徴がみられる。バヤンの

場合，穀倉はまとめて集落の周縁部に配置される。スナ

ル，ロロアンの場含は，住居・ブルガと同様平行に配置

される。スナルの場合，集落の内部にも穀倉が配置され

るのに対し，ロロアンは集落の端の部分にのみ配置され

る。スゲンタールには独立した穀倉は見られない。住居

内に貯蔵するのが一般的である。

　②のパターンが見られるのは，サジャン，スンバルン，

サピット，レネックなど盆地の北東部から東部にかけての

諸集落である。これらの集落では，居住様式の変化がかな
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図1－3　穀倉断面図
　　　　（上からモンジェン，サンビ，ゲレン，アラン）
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集落形式の3パターン
（上からバヤン，サジャン，サデ）

りみられる。ほとんどの穀倉は，その床下部分が屠住部

分にあてられている。穀倉の周囲を壁で囲い，内部に炉

をきり，床下に露台を設置しそこで寝起きするのである。

　それに対し、南部に位置するサデ・ルンビタン・スン

コルでは丘陵地に集落が築かれている。乾燥地帯である

ロンボク島南部において耕作の可能な土地は貴重であり，

耕作の不可能な丘陵に居住するのが望ましいと考えられ

ているのである。配列は非常に特徴的で，丘陵の等高線

に沿って住居が配置される。

　この①②③のパターンは，それぞれ地域的な類型にな

っている。また，建築形式も地域ごとにまとまっている。

すなわち，ロンボク島北部では，イナン・バレを持つ住

居の存在，建築物の平行酉己置，住居とブルガの対応関係，

カンプkampu4〕の存在が，その特徴となる。それに対
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し，ロンボク島北東部・東部では，住居と穀倉の平行配

列が，その特徴となる。ロンボク島南部では，住居が等

高線に沿って丘陵上に配置されるパターン，またアラン

の存在が，その特徴となる。

N

1．2　デサ・バヤンの空間構造とその構成原理

　デサ・バヤンは，ロンボク島北部，リンジャニ川の北

側斜面に位置する。ワクトゥ・テルー5)発祥の地として知

られ，現在でも独特の信仰を保持している，稲作を中心とし

た農村集落である。集落規模は周囲の集落に比べかなり

大きく，中心部には150世帯ほどの人々が居住している。

　デサ・バヤンは現在行政上11のドゥスンdusun（住区）

によって構成されている。バヤンの文化圏は行政上の枠

とは異なったレヴェルで広がっているのであるが，その

中心は，現在村役場の置かれているバヤン・ティモール

（東バヤン）およびバヤン・バラット（西バヤン）であ

る。この東西バヤンについては，カンプの存在，17世紀

に建てられたといわれる木造のモスク，ムスジッド・ク

ノ・バヤン・ブレMesjid　Kuno　Bayan　Beleqの存在，

マカム・スカダナ，マカム・アニャールといった他集落

の名が付けられた墓の存在，ラデンRadenと呼ばれる貴

族の存在など，その中心性を特微づける様々な特件を挙

げることができる。

1．2．1バヤン・ティモールのグブック・テンガの構成

　バヤン・ティモールは8つのRT（Rukun　Tetangga＝

隣組）6)によって構成される。グブック・テンガGubuk

Tengahが，その中心RTである。その一画に，祭祀集団

の長およびその家族の居住するカンプがあり，集落の祭

祀の際に中心的役割を果たす。祭祀集団の長はプマンク

pemangkuと呼ばれる。バヤン・ティモールの全戸敏数208

戸（1992年）のうち，グブック・テンガにには30戸が住む

（図1－5）。

　グブック・テンガは集落内を走る歩道によって境界づ

けられる。そのほとんどは整然と並ぶ住居とブルガによ

って占められ，カンプは北端中央に位置する。東端には，

共同の便所兼水浴び場がある。このRTの東側には水路

がその境界に沿って走っており，食器の洗浄や衣服の洗

濯が行われている。

　カンプは竹製の壁で4つに分割されている。集落外か

らこのカンプに入る場含，まずブンチンガBencingahと

呼ばれる4つのブルガの置かれている一画を通らなけれ

ばならない。これら4つのブルガの形態はいずれも同じ

であるが，それぞれ異なった機能，ヒエラルキーを持つ。

最も重要視されているのはブルガ・アグンberugak

Agungと呼ばれるブルガであり，重要な祭祀の時にはこ

のブルガが中心となる。次はブルガ・マランberugak

Malangと呼ばれるブルガであり，このブルガは祭祀時

に盛大な食事の場となる。他の2つは待含所や集会所と

　　　聾
、．　　　　　憩
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図1－5　グブック・テンガ配置図

して使用されたり，食事の準備に使用されたりする。こ

れらのブルガは，ブルガ・スンバゲberugak　Sembagek，

ブルガ・ジャンガンberugak　Janganと呼ばれている。

南西の一画には3つの建物が見られる。1つはサント
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レンSantrenと呼ばれる建物で，結婚式の最後の儀式が

行われる。さらに釜屋がある。木造寄棟の建築物で，祭

祀時に参加者が食す食物を調理するために使用される。

祭祀時以外には使用することができない。また，中に入

ることも許されない。あと一つはブルガで，この建築物は

先述のブルガ・マランにおいて行われる食物を一時的に

置いておくために使用される。日常の生活に用いるのは

西側の建物である。南東の一画はカンプの中心となる場

所である。ここにはその昔バヤンの王が住んでいたとさ

れる住居が残っている。現在は空き家で誰も住んでいな

いが，内部には剣などの貴重品が数多く収納されている。

1．2．2住居の空間構成

　もともとデサ・バヤンの伝統的住居といえばイナン・

バレを持ったバレであった。また，バレとブルガとは密

接な関係を持つ。ブルガを男の空間，バレを女の空間と

呼ぶこともある7)。右・左，内・外が男・女に結びつけて

考えられている二項対立の原理，つまり双分観が，バレ

に対する空間認識に大きく影響を及ぼしていると考えら

れる。

　バレは，基本的にイナン・バレを中心とし，3つの部

分に分けられ使用される（図1-6）。奥を背にして右側

には，かまどが配置され，炊事・食事の空間となる。瓶

や稲なども置かれている。左側は，奥と手前に分かれて

はいるが，ベッドが置かれ就寝の空問として機能する。

イナン・バレの周囲には，戸棚・机・椅子などが置かれ

る。しかし，現在グブック・テンガに見られる住居のほ

とんどは，バレのような1室空間ではなく，多室空間で

ある。住居の増築・改築が繰り返し行われ，イナン・バ

レを持つものは数少ない。全住棟数45棟のうち，建設中

のもの4棟，空き家3棟を除くと，イナン・バレを持つ

ものはわずか7棟である。住居としては機能していない

が，その他にカンプ内に2棟バレがある。1つは炊事場

として，もう1つは祭祀の家として機能している。以上

の9棟のうち1棟は，イナン・バレを持つが，屋根は瓦

葺，壁は煉瓦にモルタル塗，土台はコンクリートという

ように，外見は全く伝統的なものと異なっている。

　現在のグブック・テンガの住居のうち，最も一般的に

見られる平面形式はタイプ（TYPE　A3）である（図1-

7）。平入りでまずL字型の居間にアプローチし，その両

側に寝室が並べられる。机や椅子は，表に面した位置に

配置される。入口部分にテラスが設けられ，その右部分

に寝室が付設される。次に多いのが，非常に簡素な2室

住居（TYPE　B1）である。入口は左側の部屋に設けら

れ，右側の部屋は寝室として機能する。この形式の住居

には切妻屋根を持つものが多く，規模もかなり小さい。

その他TYPE　B1の寝室部分が分化した（TYPE　B2）

や，TYPE　A3に見られる三分構成の原型と考えられる

（TYPEA1）や（TYPEA2）などのタイプも見られる。

、。’．秦
㌔沌、＼s、ミ。．㌔、
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1．2．3集落の構成

1）建物の所有形態

　伝統的には1世帯につきバレ，ブルガ，穀倉が1つず

つ所有されており，かまどは住居内に設けられていた。

しかし，現在ではそういった関係はかなり崩れている。

　まず穀倉を見ると，このRTの住民によって所有される

穀倉は総計21棟ある。そのうち，この敷地内にあるものは

6棟と数少ない。穀倉の床下部分には，薪が置かれたり，

牛がつながれたり，露台が設けられている。露台が設けら

れているものは2棟ある。これらの穀倉を所有している住

居はともにブルガを所有していない。ブルガの機能が穀倉

床下の露台によってまかなわれていると考えられる．

　私有，共有にかかわらずブルガを所有している住居は，

34棟数えられる。9割近くの住居がブルガを所有してい

ることになる。ロンボク島北西部のタンジュンから移り

住んできた人々はブルガを利用する習慣を持っていない。

ブルガの総数27棟のうち，1世帯によって所有されるも

のは16棟，2世帯によって所有されるものは7棟，公的な

機能に使用されるものは4棟，カンプ内に見られる。また

このうち，かまどを付設するものは7棟である。かまどは

必ず南側に設けられる。これは葬式においてブルガに安

置された死体は，必ず北側から運び出されるという事実

と関係している。かまどの所有パターンは多様である。バ

レに代表されるように住居内にかまどを所有するもの

（6戸），住居とは別に釜屋を持つもの（5戸），住居に付設

して所有するもの（11戸），ブルガに付設して所有するも

の（10戸），他の世帯の所有するかまどを使用するもの（6

戸）というように5つのパターンが見られる。バレだけに

注目すると，総数7戸のうち4戸は伝統的な形式を残し

現在も住居内にかまどを所有しているが，1戸は釜屋を

持ち，1戸はブルガに付設し，1戸はバレに付設している。

2）ブルガの利用状況

　集落の空間構成にとってブルガは極めて重要である。ブル

ガの利用状況は，集落の生活空間を具体的に示している8)。

　利用形態はブルガによって異なってくる。睡眠以外の行

為は観察されないものもあれば，睡眠が全く行われないブ

ルガも見られる。また，時間によっても異なる。夕方，ガ

ムランの演奏が行われると，使用頻度が極めて高い。多様

な使われ方が見られる中で，1日の生活サイクルの中での

利用形態について1つの共通点を指摘できる、朝・昼・夕

と使用人数が一旦減少するのである。これは炊事・食事の

時間と対応している。一般的に来客あるいは祝祭の際を除

くと，ブルガで炊事・食事が行われることはない。炊事・

食事が行われる際に，ブルガの使用人数が減少するのであ

る。ブルガの所有世帯数と利用状況は密接に関連してい

る。つまり，利用延べ人数が多いほど所有世帯数が多いの

である。住居の居間は新しいスタイルとして取り入れられ

るだけで実際にはブルガが利用されているのである。

2．チャクラヌガラの構成原理

　ロンボク島の中心都市といえばマタラムである。西ヌ

サトゥンガラ州の州都で，かつてのアンペナン，マタラ

ム，チャクラヌガラ（それぞれ下位行政単位であるクチ

ャマタンを構成する）からなる。アンペナンはオランダ

の植民地時代に港町として栄えた都市である。マタラム，

チャクラヌガラおよびパグダン，パガサンガン，パグダ

ンはいずれもバリのいわば植民都市として建設された。

他の都市としては中央ロンボクのプラヤPraya，東ロン

ボクのスロンSelongがある。プラヤはロンボク島中部

の中心都市である。プラヤはかつてはササック族のバリ

支配に対する反乱の拠点であった。また，スロンはロン

ボク島東部の都市である。町の中心には大きなモスクが

あり，バリの影響が色濃く残されている西部の都市とは

異なっている、コジャワの諸都市などインドネシアのイス

ラーム都市については他に譲り，ここではロンボク（西

ロンボク）を特微づけるチャクラヌガラに焦点を絞りたい。

2．1チャクラヌガラの空間構成

　チャクラヌガラは，インドネシアでは極めて珍しい格

子状の道路パターン（グリッド・パターン）を持った都

市である（図2-1）。ここでは，チャクラヌガラの構成

について，建設当初の姿を推測し，考察してみたい。

N　O
①

2km

図2-1　チャクラヌガラ
　　　　（目本陸軍陸地測量部作成地図1942年1月発行）

2．1．1街路パターンと宅地割り

　チャクラヌガラの街路体系は，3つのレヴェルからなっ

ている。街路は広いものから順に，マルガ・サンガmarga
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sanga，マルガ・ダサmargadasa，マルガmargaと呼ば

れている9)。サンガは9を10)，ダサは10を意味する。マルガ・

サンガはチャクラヌガラの中心で交わる大通りである11)。

このマルガ・サンガは正確に東から西・北から南に走り，

四つ辻を形成する。そして，マルガ・ダサが各住区を区画

する通りであり，マルガが各住区の中を走る通りである。

　宅地1筆あたりの計画寸法および道路幅の計画寸法に

ついて，古い壁の残っている宅地を選んで実測を行った。

計測した宅地の東西方向の平均は26．5m，最大は30．44m，

最小は25．08m，また，南北方向は平均24．53m，最大は

26．84m，最小は21．55mであった。宅地の計画寸法は東西

約26m，南北約24m，1宅地あたりの面積は約624m！となる。

　古老によれば12)，「プカランガン（屋敷地）の計画寸法

は10x10トンバ（25mx25m）であり，宅地を測る単位と

してトンバtombaがある。トンバは槍の長さであり約

2．5m，25mというのはその10倍である。」。また，「1プ

カランガンは8アレare（800㎡）であり，正方形である。」

という13)。「1プカランガンは6are（600㎡）である。」14)

と異説があるが，実測では25mx25mの正方形のプカラ

ンガン（屋敷地）は存在せず，当初からほぼ26m×24mで

計画されたものと考えられる。

　街路の幅は，タクタガンtagtaganの幅も含めて計

測した。タクタガンとは，街路の両端に設けられた植栽

スペースである15)。古老たちによれば，「テンボック

tembok（壁）と道の間には，タクタガンと呼ばれる植栽

空間がある。その所有権は王に属する。」16)。「タクタガン

の幅は約5mであった。タクタガンの機能の1つとして

は，ウパチャラupacara（祭片）に使う。また別の機能と

しては，ココナッツや砂糖椰子などの果樹を植え果実を

収穫した。タクタガンはアダット（慣習法）では，プカ

ランガン（屋敷地）に属しており，プカランガンの中で

は儀式を行うのを禁じた。1867～68年にかけて中国人が

タクタガンを商業地として買い上げた。」17)。

　タクタガンは祭祠の行われる場所であり，また植栽が

行われ都市景観を演出する祝祭空間として，かつては利

用された。しかし，現状では，マルガ・サンガ沿いのタ

クタガンはほとんどが中国人所有の商店として利用され，

マルガ・ダサやマルガ沿いのタクタガンも宅地に取り込

まれている例が多く見られる。

　実測によるとマルガ・サンガは東西の通りで幅36．52m，

南北の通りで44．05m，マルガ・ダサは，ややばらつきが

あるが平均17．14m，最頻値で18mであり，約18mで計画

されたものと考えられる。マルガは平均で幅7．75mであ

り，約8mで計画されたものと考えられる。また，タク

タガンの寸法は，マルガ・サンガで11．63m，マルガ・ダサ

で4～6mであった。これらの数値によると，マルガ・ダ

サで4方を囲まれたブロックの東西寸法は，宅地寸法

（東西）26m×8＋小路（marga）8mx3＝232m。南北

寸法は，宅地寸法（南北）24m×10＝240mになる。ま

た，タクタガンの寸法を4mとしてブロックの寸法に含

めると，興味深いことに，232m＋4m×2＝240mとな

り，1ブロックの寸法は240mx240mの正方形となる。

2．1．2住区構成---カラン

　寸法計画の面からは，マルガ・ダサで周囲を囲まれた

ブロックが1つの住区単位を構成していたと考えられる。

また，現在のカランの構成パターンもマルガ・ダサを境

界とするものがあり，マルガ・ダサで囲まれたブロック

が1つの住区単位となっていたと考えられる。

　古老の話によると18)，南北に走る1本のマルガに10ず

つの宅地が向き合うのが基本である。そして，この両側

町をマルガと呼び，2つのマルガで1クリアンを構成す

る。クリアンとは，バリではバンジャールの長を意味す

る。また，2クリアン，すなわち80宅地で1つのカラン

を形成するという。

　現在，カランはインドネシアの行政組織においてはR

W（RukunWarga＝町内会）19)に対応する組織となって

いる。古老の話によると「建設当初，各カランはバリの

同一集落出身の人々で構成されていた。また，チャクラ

ヌガラは33のカランからなり，各カランに1つのプラが

あり，チャクラヌガラの中心寺院であるプラ・メル

pura・meruにそれに対応する祠があった。そして，各カ

ランごとに長がいた」ということである20)。カランはかつ

ては祭祀組織の単位であったと考えられる。

　バリ島にはカランと呼ばれる住区は見られない。バリ

でカランとは，スードラの屋敷地の意味である21)。ピジョ

ーT．G．Pigeaud22)によると，カラン（karang）という語

は，チャクラヌガラの王宮で発見された『ナガラ・クルタ

ガマ』23)の12章「（王家と宗教コミュニティーに属する）

領土一覧」の76編6節に見られる「kalagyans」に起源

を持つという。「1．今，描写されていないのはkalagyans

（職人の場所）のことである。ジャワのすべてのデサ

deshas（村　地域）に広がっている。」という描写がある。

　バリの居住単位はバンジャールと呼ばれている。バン

ジャールは形式的には集団の単位であり，公共施設の管

理，地域の治安維持，民事紛争の解決を行う。そして，

その長はクリアン・バンジャールと呼ばれた。

　現在，チャクラヌガラのバリ人の間ではバンジャール

もカランも使われるが，バンジャールが社会組織の単位

であるのに対して，カランは土地の単位を意味する。同

じ土地出身の地縁集団としての性格を併せ持つのがカラ

ンである。

2．1，3祭祀施設と住区構成

　チャクラヌガラの中心に位置するプラ・メルには33の

祠があるが，それと対応する33のプラが現在も残ってい

る。プラを持たないカランも見られ，カランとプラの対

応関係は崩れている（図2-2）が，かっての姿を推察
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することができる。

　ロンボク島のプラの中で最も大きく，最も印象的なの

がプラ・メル川である。最東にあるスワは3つの部分の

うち一番重要な区画である。ここには塔や祠などの建物

が配置されている。このうち主要な建物は，高くそびえ

立つ3つの塔である25)。これらの3つの塔を囲むように

して，北側に14棟，東側に16棟，塔の前に3棟，計33棟

の小祠が建っている。それぞれの祠にカラン名が書かれ

ており，チャクラヌガラと周辺の村を合わせた33のカラ

ンによって維持管理がなされている。

　建設当初は，存在したが，時代の経過によりその住区

組織自体が消滅し，現在は存在しないプラも確認された。

現存するプラは全部で27である。その結果，祠を維持管

理する住区はチャクラヌガラの格子状の都市計画地域外

にも存在することが明らかになった。また，1つのプラ

は，チャクラヌガラの南に位置するクアィリKediriにあ

ることが判明した。プラ・メルの小祠を維持管理する住

区が変化していないのであれば，格子状の区域外にもプ

ラ・メル建設当初から，バリ人の住区があったことにな

る。プラの分布を見ると，古老のいう1ブロックが1カ

ランとなるものも多く，各カランに1つのプラという対

応関係は見られない。興味深いのは，南のアンガン・ト

ゥルPURA ANGGAN TELUである、この地域は中心

部と同様の町割りがなされている。当初から計画された

とみていい。北は，プラ・ジェロがあり，東はプラ・ス

ラヤがあり，プラ・スエタがある。チャクラヌガラはオ

ランダとの戦争で1度大きく破壊されており，必ずしも

現状からは当初の計画理念を決定づけることはできない

が，プラ・メルに属するプラの分布域がおよそ当初の計

両域を示していると考えていいと思われる。

　チャクラヌガラのマルガ・サンガ以南の地域を旧市街

であったと考えると，それはマルガ・ダサで4方を囲ま

れたブロック32からなる。王宮のあるブロックを加える

と33個になり，プラメルの祠の数に一致する。チャクラ

ヌガラの1カランを建設当初はマルガ・ダサ，もしくは

マルガ・ダサとマルガ・サンガで囲まれたブロックで構

成する概念があったということも考えられる。

2．1．4王宮の構成

　チャクラヌガラの王宮は，1894年11月にオランダとの

戦争により破壊されている。しかし，C．W．クールによ

って26)、その配置図が残されている。それによれば，チャ

クラヌガラの王宮は，バリの王宮に比べると規模が大き

く，500m×250mの規模であった27)。建物の形式等につ

いては，クールの配置図からは不明であるが，上記の文

章より，周囲を壁に囲まれ，バリのプリによく似た構成

であったことは間違いない。クルンクンの王宮，カラン

ガセムの王宮が参考になる。また，『ナガラ・クルタガ

マ』の記述と含わせて王宮を復元することは，都市構成

を復元する大きな手がかりとなるが，ここでは紙数の関

係で省略したい。

2．2チャクラヌガラの住み分けの構造

2．2．1住民構成と住区組織

　行政単位であるクチャマタン・チャクラヌガラの人口

は，およそ74000人である（1990年）。宗教別の人口構成

表2-1　チャクラヌガラの宗教別人口

ヒンドウーイスラームキリスト仏教
CakranegaraBarat 8，358 7，238 1，8872，580
CakranegaraTimur 3，865 4，556 43 59

Cakranegarautara 4，299 3，268 435 1，204
CakranegaraSelatan 4，865 5，938 19 174

Babakan 6 8，509 1 9

Dasan　Cermen 876 6，032 25 95

Selagalas 44 4，870 9 0

SayanSayan 201 5，674 4 0

Bertais 501 7，562 57 50

表2-2　チャクラヌガラの宗教別カラン数

~ )/ ~~7- 4;~5-A 

Cakranegara Barat 26 5 
Cakranegara Timur 12 3 

Cakranegara Utara 9 6 
Cakranegara Selatan 4 3 
Babakan o 6 
Dasan Cermen 1 8 
Selagalas o 4 
Sayan Sayan o 3 

Bertais o 6 
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をクルラハン（地区）ごとにみると，格子状の町割りに含

まれるクチャマタンは西チャクラヌガラ（Cakranegara

Barat），東チャクラヌガラ（C，Timur），北チャクラヌ

ガラ（C．Utara），南チャクラヌガラ（C．Selatan）の

4つに，ヒンドゥー教徒が数多く居住する（表2-1）。

　各クルラハンごとに宗教別のカラン数をみると，西チ

ャクラヌガラ，東チャクラヌガラでは75％以上がヒンド

ゥー教徒が主流を占めるカラン，北チャクラヌガラ，南

チャクラヌガラでも50％以上がヒンドゥー教徒のカラン

となっている（表2-2）。

　具体的な住民分布を見てみると，まずムスリム（イスラ

ーム教徒）について著しい特徴を指摘できる。ムスリムの

居住するのは市の周辺部である（図2-3）。西側につ

いては，ほぼマルガで囲われるブロックの境界に沿って

ムスリムが居住する。バンジャール・パンデ・ウタラの西

の1クリアンはムスリムが居住し，バンジャール・パン

デ・スラタンの西にはヒンドゥー教徒が居住する。チャク

ラヌガラのかっての境界はバンジャール・パンデ・ウタラ

の西であったことが推測される。カラン・サンパランの北

は後にムスリムの居住が行われた地区であろう。南は，ア

ビアントゥボの周囲がムスリム居住区である。そして，カ

ラン・ゲタップが製鉄で知られるムスリム居住区である。

一。ゼ

菅く

扁

　　　　　　　］

□㎞醐ロロロ

桑

7

の分布で理解できる。北についても周辺部にムスリムが

居住する。ヒンドゥー教徒の居住区をイスラーム教徒が

取り囲んでいる形である。都心部でムスリムが居住する

のはカンポン・ジャワとカラン・ブディルの極く一部である。

　中国人は，全域に点々として分布している（図2－

4）。まず，商業地域であるチャクラヌガラの中心部，

四つ辻のあるあたりに集住している。金を扱う商店が中

心部に多く見られるが，その経営者のほとんどは中国人

である。また，幹線道路沿いに中国人は居住する。主と

して商業活動に従事するのが中国人である。
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図2-3　ムスリム居住地域の分布

　　□
闘冊

肥

カラン・ゲタップは，低所得者層が居住する地区でもあ

る。東のデサ・スガンテンは，4つのカランに分けられる

が，いずれもムスリム居住区である。グリッド・パターン

は左京（マルガ・サンガの東を左京，西を右京と便宜的に

呼ぶ）でより崩れていることが，こうしたムスリム居住区

呈馨

〔し口

①

Om　250m500m

図2-4　中国人居住区の分布

2．2．2住区構成と施設分布

　まず，カランとブロックの関係をみてみると図のよう

である（図2-5）。マルガ，すなわち約20戸を単位とす

るが，マルガ・ダサを越えて様々な形態と規模をとる。

　モスク，プラといった宗教施設や商業施設等都市施設

の分布と，各カランの構成から住区構成を見てみると以

下のようになる。モスク，プラの分布は，イスラーム教

徒とヒンドゥー教徒の分布にかかわる。モスクは，上述

したムスリムの分布と一致する。また，市の中心部に3

つ建設されている。他の宗教施設として，キリスト教会

が3つ，そして中国（仏教）寺院が1つある。

　パサール（市場）は，中心部のほか，およそ東西南北

に1つづ5つあり，生鮮食料品など日常品を販売してい

る。商業施設は，マルガ・サンガの大通りに集中してい

る（図2-6）。

　近隣住区に密接にかかわる学校は各住区ごとに，いく

つかのカランごとに設けられている。
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2．2．3住み分けの構図

1）力一ストの分布

　ヒンドゥー教徒の分布をか一スト別にみてみよう。イ

ンドの場合と同様，バリでも，ブラーマナBrahmana，

クシャトリアKsatriya，ウェシャWesya，スー一ドラ

Sudraの4つの力一ストが区別される。さらに，ワルナ

Wamna（色）制に似た下位分類を持つとされる。

　ブラーマナの場合，男はイダ・バグー一スIdaBagus，

’女はイダ・アユ［（ia　Ayu，略してDayuと呼ばれる。もし，

母親が父親より低い力一一ストに属すと，子供はグスティ

Gustiないしグ又ティ・バグースGusti　Bagus（女性の場

合，イダ・マデIda　Ma（leもしくはイダ・プトゥIda

Putu）と呼ばれる。クシャトリアは，極めて複雑になる

のであるが，プレデワPre（lewa，プンガカンPengakan，

バグースBagus，プラサンギアン1）rasangiangといった

タイトル（称号）を持つ。歴史的経緯から，デワ・アグ

ンDewaAgung、チョコルダCokorda，アナック・アグ

ンAnakAgungも用いられる。ほとんどのウェシャは，

グスティと呼ばれる。又一ドラの場合，大半がそうであ

ることから，バリ・ビアサ（Ba1ibiasa一般のバリ人）

あるいはジャバJabaと口乎ばれる。

　インドの場合、『マナサラ』！呂，のいうように，北がブラ

ー一一マナ，東がクシャトリア，南がウェシャ，西がスード

ラに振り分けられるのが基本であるが，果たしてどうか。

　まず，ブラーマナの分布（図2－7）で目立つのが北

部である、．そして，東部である。また，南の突出部の東

北部にも□立つ＝、左京の南西，右京の中央部にも見られ

るが，北束部へのブラー一マナの偏‘）は大きな意味をもっ

ていると考えられる。北東の方角には聖山リンジャニが

あり，チャクラヌガラ／■笥辺のプラの分布や構成について

報告仙でみたように，オリエンテーションははっきりと

意識されていると兇ていいからである。個々の屋敷の東

北角にもサンガ（康敷神）が配されているのである。イ

」一

　　　　　　　　コ
巴k　　l

1………

惹＼．」／1毅1

湘　　□

〔

口

㌻　　　全
、　　　　。、、、。、、。。、

図2－7　ブラーマナの分布
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ンドそのものではなく，バリ・ヒンドゥーの方位観がそ

のまま持ち込まれていると見ていいだろう。

　サトリア，ウェシャについては，称号ははっきり意識

されているがカーストについては居住者の認識が極めて

暖昧である。特にウエシャ意識が希薄である。グスティ

と合わせてウエシャと考えると全域に分布するが，どち

らかというと左京の分布が厚い。それに対してクシャト

リアと答えるものの分布は右京に厚い。称号ごとの分布

を見ると，アグン，ラトゥといった王家にかかわる称号，

またチョコルダあるいはデワは，数も限られ，左京の王

宮の周辺に分布する。

　以上のように，比較的数の多い，サトリア（図2-8）

とグスティ（図2-9）には分布の偏りが見られる。サ

トリアは右京に，グスティは左京に偏っているといって

いい。グスティをウェシャと見なせば，インドとは逆で

あるが，力一ストごとの住み分けははっきりしていたと

みていいだろう。

　スードラ，バリ・ビアサは全域にわたって分布する。

ただ，当初は，次に出身地についてみるように力一スト

ごとに，また，称号ごとに，まとまって住み分けられて

いたことは間違いないところである。

　カランごとの具体的な住み分け状況については紙数の

関係でここでは省略したい。

2）出身地とカラン

　チャクラヌガラは，バリ島カランガセム王国の植民都

市として18世紀前半に建設された経緯を持つ。バリから

ロンボク島への移民はどのように行われたのか，また，

どのように住区が構成されたのかについては，出身地を

聞くことで，ある程度推察できる。ヒアリング調査によ

れば，「各カランの名前は出身地のバリの集落の名前であ

り，各カランの居住者はその集落の出身者」ということ

であった。昭和17年発行陸地測量部作成のバリ島地図で，

バリ島の地名の確認を行うと29)，確認できたのは以下の

13住区である（図2-10）。

　1．Kebu，2．Kebon，3．Anggantelu，4．Seraya，

5．Mantri，6．Jasi，7．Tohpati，8，Manggis，9．Sideman，

10．Sampalan，11．Pande，12．Selat，13．Rendang

　カランの名称は，バリ島の集落の名称からとられたと

いうことは，ほぼ間違いないと考えられる。また，集団

で移住した人が，自分たちの出身地の名前を移住先の土

地の名称とすることは，特に植民都市ではよく見られる

事象である。

　いつ，移民したのかを明らかにするために，プラ・メ

ルの小祠を維持管理する住区の名前と，バリ島でも確認

された13の住区名を比較した。その結果，プラ・メルに維

持管理する小祠を持っているのは，Pande，Sampalan，

Kebu，Rendang，Mantri，Serayaの6つであった。この6

つのカランについては，チャクラヌガラ建設当初からチ

一“」

田　　　1

1昌

耕］＾・

一巴

目

＼

図2-8　サトリア居住区
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　　　　　　　図2-9　グスティ居住区

ヤクラヌガラに設立された住区であろうと考えられる。

2．2．4居住空間の構成

　具体的な空間構成を見てみよう。ヒンドゥー地区とイ

スラーム地区からそれぞれ2マルガを選定した。ヒンド

ゥー地区は右京のカラン・ジャシ，イスラーム地区は左

京のカラン・スラヤである（図2-2）。

　ヒンドゥー地区とイスラーム地区の空間構成の差は一

目瞭然である。歩いていても，すぐさまその違いが分か
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図2－11　カラン・ジャシ配置図

るのである。ヒンドゥー地区は極めて整然としているの

に対して，イスラーム地区に入ると雑然としてくる。街

路は曲がり，細くなる。果ては袋小賂になったりする。

住宅もてんでん・ばらばらの向きに建てられる。空間構

成とは別の次元であるが，イスラーム地区に入るとすぐ

さま取り囲まれる。居住密度は高く，コミュニティーの

質も明らかに異なっている。

　カラン・ジャシ（図2－11）を見てみよう。カラン・

ジャシの調沓街区は，2マルガからなり，36戸ある。う

ち，ヒンドゥー教徒の住戸は，33戸で，ブラーマナ1戸

を除いて他はスードラ，バリ・ビアサである。他は，キ

リスト教の巾国人が1戸，ムスリムのジャワ人が2戸あ

る。

　ヒンドゥー教徒の住肝の場合，北東の角にサンガを持

つ。サンガは全体に統…感，秩序感を与えている。屋敷

地は，必ずしもバリ・マジャパイトの典型的構成をして

いるわけではない。敷地は様々に分割され，あるいは併

合され，その構成は変化してきている。

　イスラーム地1メ1のカラン・スラヤ（図2－12）は，も

ともと，きちんと街区割りがなされていたと思われる。

なぜなら，北部には，整然としたヒンドゥー教徒の屋敷

地が存在するからである。しかし，その街区割りは大き

く変更されている。細い街路が自在に造られ，その街路

に沿って伐牌群が建てられる。袋路も多い。塀で囲まれ

た崖敷地の中に分棟で配置するパターンと街路を延ばし

ていくパターンとは全く対比的なのである。

①』］」一一

払鍵へ■

鰻

図2－12　カラン・スラヤ配置図
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2．3チャクラヌガラの空間構造とコスモロジー

　以上をもとに，大胆な仮説を含めて，チャクラヌガラ

の構成原理をまとめてみたい。考察の前提となるのは以

上に明らかにした以下の点である。

　①街区の計画は，明確な寸法計画を持ち，極めてシス

テマティックになされている。

　②コミュニティーの単位である住区の構成も，極めて

理念的に計画されたものである。プラ・メルと祭祀集団

としてのカランの結びつきは，都市構成の極めて基本的

な原理として考えられる。

　③バリのカランガセム王国の植民都市として，バリの

都市計画（集落）理念が大きな原理となっている。

　④王宮の構成は，基本的にバリのプリの構成と理念を

等しくする。

　⑤チャクラヌガラの配置は，周辺のプラの立地から窺

えるように，リンジャニ山をメール山（須弥山）とする

コスモロジカルな秩序のもとに行われている（報告（1）で

見たように，プラ・リンサールは北東に置かれている。

東に置かれているナルマダは，リンジャニ山とスガラ・

アナック湖の写しである）。

　まず，計画域を特定する必要がある。その設定次第に

よって構成原理についての読解は異なるおそれがある。

　⑥計画域は，プラ・メルの小祠にかかわるプラの存在

する範囲であると考えられる。その場合，東と南，北の

グリッドから突出する区域をどう考えるかが問題となる

が，少なくとも南の突出部は含まれていたと考えられる。

また，どこまで，マルガ・ダサのグリッドで計画されて

いたのかが問題となるが，パターンが崩れている左京の

大部分は計画されていたと考えられる。

　⑦右京については，マルガ・サンガの四つ辻の南に4×

4のブロックが造られたこと，および北に1x4のブロ

ックが計画されたことは，現在の街路パターンから，ま

た，ヒンドゥー教徒の分布状況から明らかである。

　⑧左京については，グリッドの区画が明確ではないが，

ブロックの規模および現在の街路状況から，マルガ・ダ

サを特定できる。右京と左京の間には2マルガの緩衝区

画（現在ショッピングセンターがあるクロダン地区）が

設けられていた。道幅の広いマルガ・ダサによって区画

されるブロックは，それから東に4x4ブロック想定で

きる。北1ブロックは，プリおよびプラ・マユラのブロ

ックである。

　⑨以上のブロックは，現在のヒンドゥー教徒の分布か

ら，当初から計画されていたと考えてよい。ブロックパ

ターンの崩れた左京にも古い屋敷地壁も残されており，

出身地に関するヒヤリングからも計画域はおよそ確認さ

れている。

　問題は，上下の突出部分である。

　⑩プラ・メルの小祠にかかわるプラは，南部の突出部

分に存在する。また，ヒンドゥー教徒も南北の突出部分

に居住している。とりわけ興味深いのがブラーマナの分

布である。北と東にその分布は偏っている。要するに現

在のヒンドゥー教徒の居住域は，その後の開発の度合い

は別として，ほぼ当初から計画されていたと考えていい

のではないか。

　⑪バリの集落構成の原理の1つとして，カヤンガンテ

ィガの配置がある。プラ・プセ（起源の寺），プラ・デサ

（村の寺），プラ・ダレム（死の寺）の3点セットのプラ

が南北に配置されるのである。チャクラヌガラを見ると，

西の端にマルガ・サンガに接して，プラ・ダレムがある。

また中央部にプラ・メルがある。さらに東の端にも，プ

ラ・スウェタがある。南北と東西の違いはあるけれど，

カヤンガンティガの理念はチャクラヌガラにも生かされ

ていると考えられる。

　⑫バリには，三界観念が広くみられる。宇宙の3層構

造，山，平野，海というバリ島の3つの区分，集落スケ

ールのカヤンガン・ティガ，屋敷地の区分（ナイン・ス

クエア），屋根，柱・壁，基壇という区分……身体の

頭，胴体，足の3区分に至るまで3層秩序が貫かれてい

るという観念がある。チャクラヌガラの南北の突出部分

も，頭，胴体，足という3層区分が行われていると考え

ていいのではないか。

　もちろん，チャクラヌガラが新都市として更地に建設

されたということではない。東の突出部には土着の集落

があった。また，⑪の集落は先行して存在したと考えら

れている。少なくとも以上に重層する形で植民都市が計

画され，建設されたのである。

3．ロンボクの都市・集落・住居の構成原理

3．1　ロンボク島のコスモロジー

　ロンボク島のプラの構成とオリエンテーションについ

ては報告（1）で述べた。チャクラヌガラの中央部に位置す

るプラ・メルは北の王宮とともにその中心的施設である。

その名（メール山）のごとく，世界の象徴であり，ヒン

ドゥー教のブラフマ神，ヴィシュヌ神，シヴァ神に捧げ

られている。敷地構成は，東西方向に3つの部分に分け

られ，それぞれ天・人・地に対応するといわれる。すな

わち，スワ（Swah，ジャワ，バリ，ロンボクでマカラ

Makara以下同様），ブア（Buah，ウカラUkara），ブー

ル（Bur，アカラAkara）と呼ばれて区別される。スワ

には，33の小祠（pura）が置かれているが，それはチャ

クラヌガラの33のカランと関係づけられている。

　ロンボク島における最も神聖なプラであるプラ・リン

サールは，ヒンドゥーとイスラーム（ワクテゥ・テル）

の聖地が明確に隣接するという点において特徴的である。

また，プラ・スラナディ，プラ・ナルマダなどの構成と

オリエンテーションには，明確な秩序感覚をみることが
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できる。

3，2住居集落とコスモロジー

　ロンボク島のササック族（ワクトゥ・テル）の住居集

落は，3つの地域類型に分けらる。いずれにおいても，

建築物が極めて単純に配される。伝統的住居も基本的に

素朴な1室空間の建築物である。

　配列は南部の集落のみ他と異なる。つまり他の地域で

は，建築物が平行に配置されるのに対し，南部では丘陵

上に等高線に沿って配置される。それぞれ立地と関係し

ている。南部には乾燥した丘陵地帯が多い。耕作地を少

しでも多く獲得するために，丘陵上に集落を築かざるを

得ない。他の地域の平野部やなだらかな傾斜地では，聖

山であるリンジャニ山がオリエンテーションの中心とな

っているのである。

　集落を構成する建築物の種類に焦点を当てると，北部

諸集落が特異である。他の地域では住居と穀倉が集落の

主な構成要素であるが，北部では住居とブルガによって

構成され，穀倉は集落周縁部に配置されている。

　バヤンではブルガはサカ・ウナムとも呼ばれている。バリ

にも同じ名で呼ばれる建築物がある。また，ブルガはバ

リに見られるバレ・バンジャールと同様の高床で壁のな

い建築物である。北部諸集落では，元来他の地域と同様，

住居と穀倉とが素朴に平行に並べられていたのだが，バ

リの影響を受け入れると同時に，ブルガが移人され，現

在見られるような配列が作り出されたのではないかと考

えられる。

　バリ人の住居集落を除くと，ロンボク島の住居集落と

コスモロジーとの間には必ずしも強い関係をみることは

できない。しかし以下の2点を指摘しうる。

　①リンジャニ山を中心とした方位観が建築物の配列を

大きく規定している。

　②ベランダ空間であるサンコには，右・左，大・小，

男・女といった双分観が反映している。ブルガと住居に

も，男の空間・女の空間といった対応関係がみられる。

　バリの住居集落との比較を通して，その特徴をまとめ

てみると以下のようになる。

　知られるように，バリにおいては，住居集落とコスモ

ロジーとの結びつきは密接である。ヒンドゥー教の影響

を大きく受けたバリ・マジャパイトの住居集落はヒンド

ゥーの宇宙観の影響が特に顕著にみられる。バリ・マジ

ャバイトの住居集落では，

　①大宇宙のスワ，ブワ，ブールといった3層構造が，

集落，住居・屋敷地，ディテール等と関連づけられてい

る。
　②アグン山を中心とした方位観および日の昇沈に規定

される方位観に従って，集落内の施設の配置や住居内の

空間構成が決定される。

　③男の空間・女の空間というように，建築物内部の空

間構成が双分観に支配される。

といった関係を指摘することができる。

　ロンボク島の住居集落は，ブルガの存在やアラン（穀

倉）の釣り錬型の形態など，バリの影響を受けたと考え

られる点がいくつかある。しかし，以上のようなディテ

一ルに至る精緻な体系はない。バリとの関係という点で

は，むしろ，バリ・アガの住居集落の構成を規定する原

理との近接性を指摘したい。

　ヒンドゥー化以前のバリ人であるバリ・アガには，こ

のような特徴はみることができない。ごく素朴な，双分

観や山を中心とした方位観の影響を指摘できるのみであ

る。
　山を中心とするコスモロジーや住居への双分観の反映

といった，ロンボク島の住居集落の構成を規定する原理

は，極めて素朴である。おそらく，土着的な集落配置の

原型をとどめていると見ていい。

3．3都市・チャクラヌガラとコスモロジー

　チャクラヌガラの都市構成原理については，2．2．3で

まとめた。ここでは，インド，ジャワ，バリの都市と比

較して，その特徴をまとめておこう。

　チャクラヌガラと都市形態の面から最も類似している

『マナサラ』に見える都市計画は「クブジャカ」と呼ば

れるタイプの都市である。共通点としては，①全体構成

が東西に長い長方形であること。②メインストリートが

形成する四つ辻に面して王宮があること。③メインスト

リートの北側に1ブロックの居住地があること。④道路

体系がグリッド・パターンであること。⑤東西8ブロッ

クからなること，が挙げられる。また異なる点としては，

①チャクラヌガラは，半八角形の部分を持たない。②王

宮の位置がチャクラヌガラの場合，四つ辻の北東角であ

る。③チャクラヌガラは，南北に5ブロックからなる。

④チャクラヌガラには城壁がない，などが挙げられる。

　全体構成としては，チャクラヌガラに似た構成を持っ

ているか，いずれにせよ，『マナサラ』の都市理念がス

トレートに移入されたとは考えにくい。ヒンドゥーの都

市理念がジャワ化され，さらにバリ化された上で，チャ

クラヌガラの構成理念は形成されたと考える方が自然で

あろう。

　『ナガラ・クルタガマ』にみえる都市の都市理念の特

質として2つのポイントが挙げられる30)。1つは，四つ

辻と王宮を中心とした都市構成である。また，市と広場

を持つことも特質として挙げられる。2つめは都市の全

体形を規定せず王宮との距離・方位との関係，すなわち

都市形態全体を規定するのではなく，王宮との相対関係

で都市を一規定することである。

　四つ辻と王宮を中心とした都市構成をしているという
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点で，チャクラヌガラは『ナガラ・クルタガマ』に従っ

ているといっていい。ただ，都市の具体的形態は明らか

でない。都市構成原理が『ナガラ・クルタガマ』に直接

書かれているわけではない。

　具体的な形態としては，バリの都市との関係が深いと

みていいだろう。バリの都市（王都）の場合，①王宮は

大通りが形成し，都市の中心を形成する四つ辻に面して

いる。王宮の位置はバリの各都市によって異なっている

が，北東角に位置する都市が一番多い。②市場はすべて

の都市で中心に近接する第1円に位置し，方位は各都市

ごとに異なる。③墓地は各都市共，その次の第2円に位

置する。方位は，タバナンでは西，クルンクンでは北東，

バンリでは南，ヌガラでは南東，カランガセムでは南東

というように規則性はない。④都市の全体構成に関して

は，バリ都市においてもインド・ジャワと同様に入れ子

状の都市構成であるということがいえる。すなわち，四

つ辻を中心としてその周りを市場，プラが囲み，最外郭

に墓地が位置するという構成である。⑤ギャニャールの

一部，カランガセムの一部にはチャクラヌガラと同様の

背割りされた宅地配置が見られる。⑥バリ都市には，城

壁や壕等の都市の内と外を分ける施設はない。

　チャクラヌガラの場合，①王宮の位置：四つ辻が都市

の中心を形成し，四つ辻に面して王宮がある。また，王

宮の位置もバリで最も多い南東角である。②市場の位

置：四つ辻の北に位置し，王宮に接した第1円に属する。

③墓地の位置：第2円に位置する。④都市の全体構成：

王宮が中心に位置し，それを市場・寺院・墓地が取り囲

んでいる，点は共通である。

　以上のように，都市の全体構成を決定している理念と

してまず考えられるのはインド→ジャワ→バリ→チャク

ラヌガラとつながるヒンドゥーの都市理念である。すな

わち南北・東西に走る大通りが形成する四つ辻と王宮が

都市の中心にある都市構成である。しかし，グリッド・

パターンの都市は必ずしもバリには見られない。むしろ，

街路パターンとしては，タクタガンを持つバリ・アガの

集落（例えばブグブグ）のパターンが持ち込まれている

と考えることかできる。ブグブグは，道路体系は南北に

走る大通りとそれに直交する路地から構成される。宅地

の構成は南北の大通りに対して直交する路地によって長

方形の住区が形成され，各住区は背割りされ，最大16筆，

最小12筆の宅地に分割される。バリ・アガの集落には，

バリ都市に見られないグリッド・パターンの道路体系が

見られ，チャクラヌガラがバリの土着の集落パターンの

強い影響を受けていることは間違いないところである。

　もちろん，他の影響を考えてみることもできる。もし，

古代インドの建築書に見られるグリッド・パターンが伝

わったとするのなら，その伝達過程のジャワ，バリでな

ぜグリッド・バターンの都市計画がなされなかったのか

という問題がある。ジャワ化，バリ化が起こっているは

ずである。また，別の要素としてチャクラヌガラが植民

都市であることがある。植民都市において格子状の都市

計画が多く見られることは古今東西の事例の示すところ

である。さらに，中国の影響も考えられなくもない。そ

して，この当時，ジャワには既にオランダ人がきており，

バタビアを建設している。グリッド・パターンが西洋の

計画理念の影響を受けた可能性も高い。

　イスラームとヒンドゥーとの住み分けの問題としては

インドの諸都市との比較が興味深い。最も興味深い都市

として，例えば，ジャイプールがある。ジャイプールも

チャクラヌガラと同様，18世紀に建設された計画都市で

ある。同じように周辺部にムスリムが居住する。インド

文化圏の東西の極がジャイプールとチャクラヌガラであ

る。チャクラヌガラについては，さらに視野を広げた比

較検討が必要である。
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 スバカラ三ヤ』に基づくものであリ，『マナサラ』の流れを汲む
 ものである。したがって，シルパ・シャストラに関しては『マ
 ナサラ』を参照するのが最適である。『マナサラ・シルパ・シャ
 ストラ』（Manasara　SilpaSastra）という題名であるが，「マ
 ナ（mana）」は「寸法」（Mesurement）また「サラ（sara）」

－
－112－



 　　は「基準（essence）」を意味し，「マナサラ（Manasara）」と
 　　は「寸法の基準（Essence　of　Mesurementl）」の意味である。
 　　しかし『マナサラ』とはこの本の題名であると同時に，この本
 　　の作者の名前であるという説もある。また，「シルパ（Silpa）」
 　　とは規範，「シャストラ（Sastra）」とは科学という意味であ
 　　り，「バストゥ（Vastu）」は建築という意味であり，「バストゥ・
 　　シャストラ（Vastu　Sastra）」は「建築の科学（Science　of
 　　Architecture）」の意昧である。したがって，本来的には，この
 　　木の題名は『マナサラ・バストゥ・シャストラ』（Manasara
 　　VastuSastra）であるぺきであるとされる。成立年代はアチャ
 　　ルヤ（P．K．Acharya）によると，6世紀から7世紀にかけて南イ
 　　ンドで書かれたものであると考えられているが，村田治郎2〕は
 　　中に述べられている建物形態から近世に増補されたものであ
 　　ると考えている。
 　　　都市の形態と内部構成の詳細について述べている他のサン
 　　スクリット諦の文書は『アルタ・シャストラ』（Artha　sastra）
 　　である。これは理想的な首都についてもっと明確な考え方を示
 　　している。『アルタ・シャストラ』は富国について議論した文書
 　　である。著者は紀元前4世紀頃栄えたマウリヤ．王朝，チャンド
 　　ラグプタ1世（Chandragupta　I）の首相であったと信じられ
 　　ている伝説上の・英雄カウテリヤ（kautiliya）であると考えられ
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　ている。この文書は紀元前2世紀から2世紀の間に編纂され
 　　た。
 29）チャクラヌガラはカランガセムの支配だけでなく，クルンクン
 　　の支配を受けた時期もあったので，カランガセム・クルンクン
 　　県の地彩とチャクラヌガラの住区名との比較を行った。
 30）ここでは詳細な分析は省略した。
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